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雨水と、森林土壌通過水との物質含有量の違い

水源となる水の
富栄養化の原因となる物質

雨　水

※資料：第17回国際林業研究機関連合（IUFRO）世界大会論文集（昭和56年）

森林の土壌を
通った水
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単位：kg／ha year

水道水のミネラル分となる物質

※資料：村井宏・岩崎勇作「林地の水及び土壌保全機能に関する研究」

　また、貯水槽式給水から直結式給水へ切り替えをご検討されているお客さまへの相談窓口を、節水推進課に設置していますので、お気軽にお問
い合わせください。 
　節水推進課（電話：092-483-3141） ※配水管の水圧や口径等によって導入できない場合もあります。

特徴

◎フレッシュな水道水を直接供給
◎貯水槽の定期的な清掃や検査が不要
◎貯水槽の設置スペースが不要
◎貯水槽式と比べ、電気代の節約になる

◎配水管の断水時でもある程度の給水を確保できる
◎配水管の水圧変化等にも影響されず、一定の水圧や給水
　量が確保できる
◎直結式に比べ、引き込み管の口径が小さくてすむ

◎フレッシュな水道水を直接供給
◎貯水槽の定期的な清掃や検査が不要
◎ポンプの運転などの維持管理費用が不要
◎貯水槽の設置スペースが不要
◎配水管の水圧のみでじゃ口まで水道水を供給できるため
　省エネ

▼配水管の断水時には給水停止となる

▼配水管の断水時には
　給水停止となる
▼増圧装置の点検、
　修理が必要

▼貯水槽の定期的な
　清掃や検査が必要
▼貯水槽等の設置
　スペースが必要

ただし…

ただし…

ただし…

特 徴

特 徴

特 徴

　森林の土壌は、落ち葉などの堆積で
出来た腐植土の中で、ミミズ等の土壌
生物や微生物が活動することで、スポ
ンジのような構造になっています。
　このため、浸透性や保水性に優れて
いて、森林の土壌は一時的に雨水を貯
えたり、また、貯えた雨水がゆっくりと
河川に流出することで、洪水や渇水を
緩和します。

　森林に降った雨水は、空気中のちり
などで汚れていますが、森林の土壌に
浸透し最後に河川に流出するまでに、
リンや窒素などの富栄養化の原因と
なる物質が、森林の土壌が持つ浄化
作用により、ろ過・吸着・分解され、きれ
いな水になります。
　また一方で、おいしい水の条件であ
るミネラル分は、バランス良く溶け出
します。
　このように、森林はきれいでおいし
い水を作る働きがあります。

雨水貯留及び洪水緩和機能

水質浄化機能

　森林の土壌は、樹木や下草、落ち葉
に覆われていて、雨のしずくの衝撃を
吸収したり、直接地面に当らないこと
で、土砂の流出を防ぎます。
　また、樹木の根は地中に深く伸びて
拡がり、土砂を押さえることで、山崩れ
が起きにくくなります。

土砂流出防止機能

その他の機能

草や木がはえて
いない土地

草や木がはえて
いない土地

森林と草や木がはえていない土地の流出土砂量の違い

直結式給水の普及促進



上流域では、森林の管理ができずに困っている

市内・市外の水源かん養林の整備事業

ICT技術を活用した水源かん養林
の保全に取り組みます。

水源地域との交流事業

各種基金への参画　筑後川等の上流域の森林の管理が十分に行き届いていない
ことは、上流域だけの問題ではありません。
　また、福岡市をはじめとする下流域で水に関するさまざまな問
題が起きたとき、それは下流域だけで解決できることでもありませ
ん。
　川を通じて水で結ばれているからこそ、お互いの立場や抱え
ている問題について理解や連携を深めていくことが、お互いの
暮らしを豊かで安心できるものにしていくのです。

　福岡市水道水源かん養事業基金は
①水道水を将来にわたり良質な状態で安定的に確保すること
②市民の皆さんに水の大切さや水源地域に対する認識をさらに深め
　てもらうこと
を目的として、平成9年に設置し、平成18年まで水道水1㎥の使用につ
き1円の積み立てを行いました。

この基金を活用して、
○市内・市外の水源かん養林の整備事業
○水源地域との交流事業
○市民等との共働事業
などを実施しています。

　昭和53年の大渇水を契機に、福岡市内の水道専用ダムである曲
渕、脊振及び長谷の各ダム集水区域内の水源かん養機能を高める
ことを目的に、昭和55年から山林等を取得しています。また、管理を適
切に行うため平成16年度に「福岡市水道水源かん養林整備計画」を
策定し、間伐などの計画的な整備に取り組んでいます。
　また、朝倉市、東峰村、那珂川市、糸島市の水源地域自治体と協力
して、市外ダム集水区域内の水源かん養林の整備支援に取り組んで
います。

　樹木の生育状況が判別可能なマルチスペクトルカメラを搭載したド
ローン等を活用し、倒木のおそれがある枯損木を早期発見するなど、
効率的な点検に取り組み、倒木による事故防止につなげます。
　なお、令和５年度、曲渕ダム水源林（国道沿い等）で実装を予定し
ています。
（令和３年度からの実証実験により、ドローンによる調査の有効性を確認）

　企業やNPOなどの民間団
体が社会貢献のため森林保
全活動に取り組むにあたり、
水道局が所有する水源かん
養林を活動の場として提供
しています。

　水源地域に暮らす人たちとの相互理解・連携を深めていくため、市
民の皆さんと一緒に筑後川流域で毎年開催される行事に参加する
など、活発な交流を行っています。

○大分県日田市との交流
　大分県日田市中津江村において開催される「200海里の森づくり」
や「蜂の巣湖桜まつり&植樹活動」、同市大山町で開催される「ひと
山まるごとガーデニング」に参加し、下草刈りや植樹などの育林活動を
行う交流事業を実施。

○朝倉市との交流
　江川ダム周辺の水源林に
おいて開催される「上秋月湖
水源の森づくり」や同ダム直
下の下戸河内地区で開催さ
れる「水をつなぐ流域交流in
下戸河内」に参加し、植樹な
どの育林活動を行う交流事
業を実施。

○佐賀県吉野ヶ里町との交流
　五ケ山ダムの水源地である佐賀県吉野ヶ里町において開催される
「弥生の都吉野ヶ里交流事業」に参加し、ダムの見学や工作体験・歴
史学習などを行う交流事業を実施。

市民等との共働事業

　市が主催した講習等を受講し、森林整備などに必要な知識や技術
を習得した市民「水源林ボランティア」と共働して、水源林保全活動を
はじめ、いろいろなイベントで
水を育む水源かん養林の大
切さをより多くの市民へPR
する活動や水源地域住民と
の交流活動を行っています。
　また、水源林ボランティア
の新規人材の育成にも取り
組んでいます。

　一方で、下流域の都市に暮らす私たちにとっては、入浴・炊事・洗濯・トイ
レなど水のない生活は考えられません。
　市民の暮らしに必要不可欠な水は、水源地域の豊かな森林に支えられ
ています。

　近年は国や県の取組みにより、間伐等の森林整備が進んでいますが、
筑後川等の上流域では、山村の過疎化、林業就業者の高齢化などによっ
て、手入れの行き届いた森林の管理が難しくなっています。

下記の基金にも参画しています。

200海里の森づくり（下草刈り）

福岡市の水道 2023 福岡市の水道 2023

下流域では、良質な水を安定的に確保
するため「水源かん養機能の高い森林」
を求めている

林内に陽光が入り、下層に植生する広葉樹などが
繁っています。

人工林面積に占める作業を行った割合
（福岡県全体）

注）間伐及び主伐の割合は、H17年度からR1年度までの累計

※福岡地域森林計画（R1.12策定）より推計

間伐
56.6％

主伐
（下刈り、造林含む）

6.1％

H16年度以前の
作業又は未作業

37.3％
【参考】マルチスペクトルカメラによる光合成状況確認

通常の可視画像 マルチスペクトル画像

光合成が活発でない
木々は緑色に
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